特定領域研究「分子性導体」

物質開発ミニシンポジウム2006
11月27日(月)—-28日(火)

愛媛大学工学部大会議室
11月27日（月）

13:00-13:10
はじめに

13:10-13:35 
山田順一（兵庫県大院物質理）

分子性導体における化学修飾と相転移の発現　

13:35-14:00 
山下敬郎（東工大院理工）　


ＴＴＦ誘導体に基づくＦＥＴ
14:00-14:25
安蘇芳雄（阪大産研）


分子エレクトロニクスに向けた未来物質
14:40-15:05
青沼秀児・藤原絵美子（大阪電通大工）


シアノイミノ配位子をもつ新規πアクセプター分子の設計と合成

15:05-15:30 
迫　克也（名工大工）

ドナー, アクセプターを組み込んだspace-conjugate分子
15:30-15:50
休　憩　

15:50-16:15 
森田 靖 （阪大院理）

奇交互炭化水素フェナレニルを基盤にした機能性物質の探索

16:15-16:40 
西川浩之（筑波大院数物）　 


シッフ塩基配位子を導入した伝導系の開発

16:40-17:05 
藤原秀紀（阪府大院理）

屈曲型分子に基づく機能性物質の開発

17:05-17:25 
幕内悦予 ・泉岡　明（茨城大理）

金ナノ粒子の熱成長機構
17:25-17:45
大坪徹夫（広島大院工）


被覆チオフェン鎖を用いた，ポリ，及びオリゴチオフェンの伝導機構研究
17:45-18:15 
瀧宮和男・山本達也（広島大院工） 


安定な有機ＦＥＴ材料の開発指針　

　
11月28日（火）

 9:30-9:55
持田智行（東邦大理）　


メタロセン系分子集合体の機能探索　
 9:55-10:20 
野呂真一郎 （北大電子研）

オルトキノン錯体を利用した半導体材料開発
10:20-10:40 
柴原壮太・北川　宏（九大院理） 

ビスピリジンジチオラート金属錯体を基盤とした水素結合型電荷移動錯体の研究

10:40-10:55　
休　憩　

10:55-11:20 
高橋一志 （東大物性研）

外場応答型分子性材料の開発　 

11:20-11:45 
長谷川真士・伊与田正彦　（首都大院理工）


未定　　
11:45-12:10 
御崎洋二 

多次元導体開拓のためのドナー分子設計　
12:10-12:20
おわりに

